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はじめに

北部九州に広く流通した弥⽣石器には、今山系両刃石斧 1 ）、層
そう

灰
かい

岩
がん

製片刃石斧、立岩系石

庖丁 2 ）がある 3 ）。これらの石器は磨製石器であるが、その製作過程における研磨技術の内容

についてはこれまでほとんど検討されていない 4 ）。その検討のためには、研磨時に使用され

る砥石の石材に関する情報の蓄積も必要であると考えられる。砥石には主に泥岩や砂岩が用

いられている 5 ）が、他の石器資料同様、表面観察によって石材が同定されている。このよ

うな石器表面の肉眼観察による石材同定の限界についてはすでに指摘されており 6 ）、岩石薄

片を用いた偏光顕微鏡による岩石鑑定の必要性が提起され、その成果も報告されている 7 ）。

そこで、我々のグループが層灰岩製片刃石斧の産地同定で進めている地球科学的分析 8 ）を

砥石の石材同定にも応用した。すべての考古資料について分析は不可能であるが、砥石資料

の地球科学的データの蓄積が今後の石材同定に有効であると考えられる。

本稿では、福岡県飯塚市立岩遺跡群下
しも

ノ方
かた

遺跡と北九州市⼩倉南区貴船神社（図 1 ）で表

採した砥石について、地球科学的分析を行ったので、その結果を報告し、石材の起源の推定

を行う。

1 ．分析資料

下ノ方遺跡（図 1 ）で採取した砥石（21112603）は、全長10.9 cm、最大幅5.5 cm、最大

厚4.6 cmで、質量は208.3 gである（写真 1 ）。石器の詳細については、すでに報告されてい

る 9 ）ので、そちらを参照されたい。

貴船神社（図 1 ）で採取した石製品（21120913）は棒状をなす敲石・砥石である（図 2 ・

写真 1 ）。全長12.6 cm、最大幅3.8 cm、最大厚3.6 cmで、質量は220.6 gであり、下端部は欠損

している。横断面形は隅丸台形である。中央から下端部にかけてやや薄くなっており、欠損
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図2　貴船神社採取砥石（S=1/2）
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図 1　下ノ方遺跡および貴船神社の位置と砂岩試料採取位置（△）

図 2　貴船神社で採取した砥石の実測図（S= 1 / 2 ）
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写真 1　下ノ方遺跡および貴船神社で採取した砥石と切断面の写真
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部付近は表面が粗く加⼯されている。これは、手で握持しやすくするための調整とみられる。

砥面（砥石としての機能面）は大きく 2 面ある（砥面A・B）。砥面Aには長軸と斜交ある

いは直交する方向に擦痕が認められる。砥面Bは、砥面Aに比べ表面は粗く、長軸と斜交す

る方向に擦痕が認められる。先行研究の方法10）にならい、サンドペーパーの研磨材の粒度

（「研磨布紙用研磨材の粒度（JIS R 6001：1987）」）との比較によって本資料の砥石目を同定

すると、砥面Aは砥石目#400、砥面Bは#240であった。いずれも中砥に相当する。一方、敲

打痕は砥面と異なる 2 面に 1 箇所ずつ認められ、それぞれ幅 2 cm、長さ 4 cmの範囲に集中

する。

これらのことから、本資料は棒状敲石と砥石を兼用したと考えられる。このような研磨と

敲打の兼用を示す砥石は、北九州市域の遺跡、特に高槻遺跡で多く認められている11）。出土

遺跡のコンテクストから、本資料のような棒状の石製品は、主に石器製作の加⼯具であった

と考えられる。以下では本資料を「砥石」と記述する。

2 ．砥石の岩相

砥石 2 資料の薄片写真を写真 2 に示す。

下ノ方遺跡の砥石（21112603）は、表面だけでなく内部も赤褐⾊を呈する（写真 1 ）。本

資料は、長径0.1～0.3 mmの石英、斜長石、アルカリ長石、褐⾊～赤褐⾊黒雲母、白雲母、

不透明鉱物粒子間を長径0.03 mm以下の石英、イライト、不透明鉱物などからなる基質が充

填する（写真 2 A）。石英が非常に多く、長石はほとんど変質していない。加えて、黒雲母

の緑泥石化の程度も低い。また、炭質物やジルコンも含まれる。本資料は、場所によっては

粒子同士が非常に近接しており、一部では粒子同士が癒着しているようにみえる場所もあ

る。基質の割合は少なく、不透明鉱物の一部は赤鉄鉱化している。粒子は、長径0.03 mm以

下の赤鉄鉱や赤褐⾊黒雲母に囲まれている。したがって、石材は細粒砂岩で、内部まで基質

の赤褐⾊化が進行していると考えられる。

貴船神社の砥石（21120913）の内部は緑灰⾊を呈し、厚さ 1 ～ 4 mmの風化層を持つ（写

真 1 ）。本資料は、層厚 1 mm程度の細かい葉理をもち、内部には関門層群のシルト岩にし

ばしば認められる幅 1 cm以下の微細な砕屑性岩脈あるいは変形を伴う（写真 3 ）。この砕屑

性岩脈には、シルト～粘土からなる破片（資料においては黒⾊あるいは白⾊）を含むことが

あり、これらは未固結の状態で液状化や変形破壊に伴って下位層準等からもたらされたもの

と考えられる。鏡下においてもラミナは確認でき（写真 2 B）、長径0.06～0.15 mmの石英、

褐⾊黒雲母、イライト、緑泥石、不透明鉱物、斜長石、方解石粒子間を長径0.01 mm以下の

石英、イライト、方解石、不透明鉱物などからなる基質が充填する（写真 2 B、C）。砕屑性

岩脈にはラミナは認められず、シルト～粘土からなる破片も含まれている（写真 2 D）。し

たがって、石材は極細粒砂岩である。
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写真 2　下ノ方遺跡および貴船神社で採取した砥石の薄片写真
A：下ノ方遺跡砥石（21112603）、B：貴船神社砥石（21120913）のラミナが認められる部分、

C：B中の□の拡大、D：貴船神社砥石（21120913）中の砕屑性岩脈。
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3 ．分析方法

これらの資料は、岩石カッターで切断し、風化した表面と切断面を研磨して除去した。研

磨後の資料は、超音波洗浄機を用いてイオン交換水で洗浄した。これを110℃で乾燥後、タ

ングステンカーバイト製鉢で径数mm以下になるまで砕き、さらにタングステンカーバイト

製容器に詰め、CMT社製振動式ボールミルTI-100で約 5 分間粉砕した。乾燥後の作業は、

クリーンブース内で行った。資・試料の主成分ならびに微量成分元素は、福岡大学理学部に

設置の理学電機⼯業社製蛍光X線分析装置ZSX100eにより測定した。加えて、紫川流域、黒

川ならびに八木山川で採取した砂岩の分析も行った。試料採取位置は図 1 に「△」で示した。

いずれも関門層群脇野亜層群の砂岩である。立岩遺跡群や貴船神社周辺には関門層群脇野亜

層群が広く分布していることから、比較対象をこれらの岩石とした。試料調整ならびに測定

方法は、先行研究12）に従った。なお、全鉄はFe2O3として扱い、“Fe2O3
＊”と表記する。

希土類元素ならびに蛍光X線分析装置で測定していない微量成分元素含有量を、立正大学

地球環境科学部に設置のICP-MS（PerkinElmer社製　NexION2000）とNd-YAGレーザーシ

ステム（New Wave Research社製　UP-213）を連結したLA-ICP-MSを用いて測定した。測

定には 1 ： 2 ガラスビードを用い、測定方法は先行研究13）に従った。内標準補正には、蛍

光X線分析装置で測定したY（イットリウム）を用いた。ガラスビードの作製には、主成分

元素測定用と同様、融剤としてMerck社製の混合融剤SpectromeltA12を使用し、酸化剤に

はMerck社製の硝酸リチウム（LiNO3）Suprapur、剥離剤には和光純薬社製の無水ヨウ化リ

チウム（LiI） 1 級を使用した。

写真 3　貴船神社で採取した砥石の切断面の拡大写真
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4 ．結果と考察

測定結果を表 1 に、SiO2 含有量の変化に対する主成分ならびに微量成分元素の変化図を図

3 、 4 に示す。下ノ方遺跡と貴船神社の砥石のSiO2 含有量は、78.9および66.8wt.%である。

下ノ方遺跡の砥石は、脇野亜層群の砂岩のSiO2 含有量14）よりもはるかに高いSiO2 含有量を

示す。これに対し、貴船神社の砥石の全岩化学組成は、脇野亜層群の砂岩の全岩化学組成15）

21112603 21120913 21092703 22111101 22111102 22111111 22090902 19041512 21122212
  SiO2 (wt.%)         78.86         66.79         53.28         67.37         58.38         64.84         68.52         58.38**         58.09
  TiO2           0.27           0.55           0.98           0.64           0.67           0.70           0.63           0.76**           0.47
  Al2O3         10.59         13.39         14.44         13.70         14.47         14.19         12.26         13.77**         10.10
  Fe2O3*           2.96           4.46           7.94           3.55           7.43           4.84           4.18           4.36**           3.77
  MnO           0.08           0.04           0.13           0.08           0.16           0.06           0.09           0.13**           0.12
  MgO           1.25           2.01           7.76           1.97           6.16           2.41           2.60           2.72**           2.75
  CaO           0.17           3.07           6.90           3.45           3.55           2.60           2.22           6.78**           9.86
  Na2O           2.68           2.20           2.75           2.64           2.05           2.57           2.92           1.77**           2.64
  K2O           0.78           2.11           0.80           2.56           1.00           2.31           1.52           2.29**           1.08
  P2O5           0.09           0.08           0.35           0.08           0.09           0.11           0.08           0.13**           0.08
  L.O.I.           2.48           4.71           3.90           2.92           4.81           4.16           3.62           8.17**           9.52
  Total       100.21         99.41         99.23         98.96         98.77         98.79         98.64         99.26**         98.48

  As (ppm)         <4         <4         <4           4           4         <4         23         <4**         <4
  Ba       298       411       440       660       322       353       304       474**       254
  Cr         41         43       344       110       166         63         62         60**         54
  Cu           9         20         53         10         10         22         13         18**         23
  Ga         11         15         18         13         15         16         14         17**         10
  Nb           7         13         16           8         10         11           9         13**         10
  Ni         25         20       120         19         31         24         16         23**         14
  Pb         16         10           8         10           9         14         12         14**         12
  Rb         59         82         22         81         34         91         56         84**         38
  S         20         20         60         <3           6           5         20       177**     1350
  Sr       139       211       819       325       361       173       379       375**       475
  Th           6         10           8           5           5           7           6         10**           7
  V         35         60       172       114       148         89         87       129**         44
  Y         18         23         19         16         17         21         22         24**         22
  Zn         45         63         79         71       171         64         54         63**         45
  Zr       152       180       122       111         99       181       195       187**       247

  La         22.80         25.67         23.82
  Ce         40.45         45.16         47.26
  Pr           5.37           6.12           6.17
  Nd         19.20         21.61         23.87
  Sm         3.41           4.31           4.88
  Eu         0.66           0.89           1.26
  Gd         2.55           3.27           4.28
  Tb         0.45           0.63           0.79
  Dy         2.41           3.27           4.06
  Ho         0.43           0.58           0.77
  Er         1.33           1.81           2.36
  Tm         0.18           0.27           0.36
  Yb         1.18           1.78           2.51
  Lu         0.19           0.31           0.45
  Hf         3.78           4.36           4.34
  Ta         0.60           0.91           0.75
  U         1.26           1.90           1.05
*: 総鉄量（Fe2O3），**: 柚原ほか2020，注8，L.O.I.: 強熱減量

表 1　下ノ方遺跡および貴船神社で採取した砥石と脇野亜層群の砂岩の全岩化学組成
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の範囲内にある（図 3 、 4 ）。

C 1 コンドライト16）で規格化した砥石の希土類元素パターン（図 5 ）は、軽希土類元素（La

～Eu）に富み、重希土類元素（Gd～Lu）に乏しい右下がりのパターンを示す。加えて、重

希土類元素側でフラットとなる。このパターンは、黒川の砂岩の希土類元素パターンと類似

する。

岩相や全岩化学組成の類似性から、貴船神社の砥石は関門層群脇野亜層群の砂岩を用いた

可能性が高い。

立岩遺跡群下ノ方遺跡の砥石は、岩相が脇野亜層群の砂岩とは異なり、全岩化学組成もそ

れらの化学組成の範囲からはずれる。このような岩相の砂岩は、関門層群の上位の古第三系

直
のおがた

方層群に認められる。直方層群は、飯塚市を流れる遠賀川の上流域に広く分布・露出して

いる17）（図 1 ）ことから、それらを起源とする可能性がある。本資料の石材原産地を推定す

るためには、今後、直方層群をはじめとする古第三系堆積岩の調査・分析も行う必要がある。
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図 3　下ノ方遺跡および貴船神社で採取した砥石の主成分元素変化図
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まとめ

立岩遺跡群の下ノ方遺跡ならびに貴船神社で表採した砥石の偏光顕微鏡観察と主成分なら

びに微量成分元素分析、希土類元素分析を行った。砥石の石材はそれぞれ細粒砂岩と極細粒

砂岩であった。貴船神社の砥石は関門層群脇野亜層群の砂岩を用いた可能性が高いものの、

下ノ方遺跡の砥石については古第三系堆積岩の可能性を示唆するにとどまった。しかしなが

ら、石器の切断面や岩石薄片からは、表面観察に比べ、様々な堆積学的情報を多く得ること
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図 4　下ノ方遺跡および貴船神社で採取した砥石の微量成分元素変化図
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ができ、石器石材の同定と石材原産地の推定に極めて重要であることが示された。今回得ら

れた地球科学的データは、砥石の石材原産地の推定に有効であると考えられ、今後、石器な

らびに周辺岩石のさらなるデータの蓄積が求められる。

謝辞　本研究は、日本学術振興会科学研究費・基盤研究C（課題番号：JP21K00970）ならび

に福岡大学の研究助成（課題番号：215007）の一部を使用した。
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図 5　�C 1 コンドライトで規格化した下ノ方遺跡および
貴船神社で採取した砥石の希土類元素パターン
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